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1　はじめに

1　特異な事件

　ドイツ北西部ヴェストファーレン地方の中心都市ミュンスターで、
1534年2月から35年6月まで続いた再洗礼派による統治は、ヨーロッパ
史上でもほとんど例を見ない特異なものであった。人口約7000～1万人
という16世紀の都市としてはかなりの規模を誇ったミュンスターが、当
時の神聖ローマ帝国で異端・反乱者だと見なされていた再洗礼派によっ
て約1年半の間支配されたのである。
　1532年に説教師ベルンハルト・ロートマンを中心として、ミュンスター
で宗教改革運動が始まると、その夏には都市で宗教改革が制度化された。
しかし、翌年春にロートマン達説教師による幼児洗礼批判が始まったこ
とを契機に、市内で宗派間の争いが起こった。最終的に再洗礼派がこの
争いに勝利し、都市の統治を担うようになった。彼らは、もうすぐこの
世界に終末が訪れると期待し、ミュンスターこそキリストが再臨する新
しきエルサレムだと見なしていた。再洗礼派によって支配された都市は、
都市の君主であるミュンスター司教の軍勢によって包囲され、長きにわ
たり攻城戦が繰り広げられた。
　もうすぐ世界は終わると思いながら生きていた彼らは、既存の都市制
度を廃絶し、預言者を頂に置く神権政に置き換えた。都市の中では私有
財産が廃止され、財産が共有された。それまでの婚姻関係が解体され、
一夫多妻制が導入されて、全ての女性は結婚を強いられた。オランダか
ら来た預言者ヤン・ファン・ライデンはミュンスターの王となり、王と
王妃の宮廷が作られた。
　神の奇跡的な力によって、あるいは市外からの援軍によってミュンス
ターが解放されるという予言は、繰り返し現実に裏切られた。救いは訪
れなかったのだ。包囲軍によって外部からの食糧供給が絶たれた都市で
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は飢えが広がり、人々は次々に餓死していった。飢えに耐えられない者
が市外に逃亡する中、包囲軍が市内に雪崩れ込み、ミュンスターは占領
された。男はほとんど皆殺しにされた。ヤン・ファン・ライデンをはじ
めとする指導者は包囲軍によって捕えられた。指導者三人は処刑された
後、鉄の檻に入れられ、見せしめのために聖ランベルティ教会の塔に吊
された。この三つの檻は現在も当時と同じように尖塔の上に吊されてい
る 1。

2　異端、反乱者、悪魔

　「再洗礼派（独：Wiedertäufer, 英：Anabaptist）」とは、成人が自らの自由
意志に基づき受ける信仰洗礼のみを認める人々を指す呼び名である 2。
キリスト教の教会では既に古代から、キリスト教への入信儀式として幼
児洗礼が行われてきた。16世紀に宗教改革が始まっても、カトリック教
会、宗教改革を支持する福音派諸教会両方が、新生児に対する洗礼を行
い続けていた 3。
　しかし、宗教改革支持者の間で、幼児に対する洗礼は無効だと考える
者が出てきた。彼らは、キリスト教の教えを理解し、信仰を持ち、自分
の意志でキリスト教徒として生きることを決意することによって、はじ
めて洗礼は有効になると考えた。すると、教えも理解できず、自覚的信
仰も持たない幼児に対する洗礼には効力はないということになる。その
ため彼らは、信仰を持つようになった成人に対してのみ洗礼を行うべき
だと考えた。
　しかし幼児洗礼を認めるカトリックや福音派にとって、成人になって
から行われる洗礼は、幼児の時に授けられた洗礼に続く二度目の洗礼で
あった。そのため彼らは、幼児洗礼を批判し、成人に対する信仰洗礼を
支持する人々を「再」洗礼派と呼んだ。このように「再洗礼派」とは、成
人洗礼支持者を批判したカトリックや福音派がつけた蔑称であった 4。
1529年4月22日にシュパイヤー帝国議会で決議された帝国最終決定と
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翌日出された皇帝勅令は、再洗礼を行う者、再洗礼を受けた者を死罪に
するよう帝国諸身分に命じている 5。
　このように再洗礼派は、帝国において死罪に値する「異端」や「反乱者」
として扱われたが、その中でも一つの都市を支配し、自分達の君主と戦
争を行ったミュンスター再洗礼派に対する見方は、より一層否定的なも
のであった 6。彼らの特異な行動は、同時代の人々に恐怖を与えた。彼
らは神を冒涜する異端であり、悪魔の道具だと見なされた 7。ルターも
また、ミュンスターの再洗礼派の行為を悪魔の業だと述べている 8。世
俗の統治者は、ミュンスターの反乱を、農民戦争やトーマス・ミュン
ツァー（Thomas Müntzer）と結びつけて恐れた。ミュンスター司教フラ
ンツ・フォン・ヴァルデックやヘッセン方伯フィリップは、ミュンスター
の反乱が全ての良き秩序を破壊しようとしていると再洗礼派を非難し
た 9。ヘルマン・フォン・ケルゼンブロークの年代記でも、ミュンスター
再洗礼派は異端であり、彼らの行為は反乱や狂乱として描かれた 10。彼
の年代記は、1771年にドイツ語訳され、1881年と1929年に再版され、そ
の後のミュンスター再洗礼派像の基盤となった 11。16世紀に形作られた
極めて否定的なミュンスター再洗礼派像は、20世紀に至るまで歴史学の
中にも、大衆的なイメージの中にも残り続けていた 12。
　しかし、このように常軌を逸した事件だと見なされてきたミュンス
ター再洗礼派運動は、元々は他の都市と大きな違いはない宗教改革運動
として始まった。本書では、ミュンスターの宗教改革のはじまりから再
洗礼派支配に至る過程を検討するが、その際ミュンスターの宗教改革運
動を特異な例外現象だと見なさず、宗教改革全体の中に位置づけようと
試みる。その際、「時代区分」と「統一性と多様性」という二つの側面に
注目する。

3　時代区分

　ミュンスターの宗教改革運動は、1530年代前半に活発化した。以下で
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は、近年の宗教改革研究に見られる時代区分の仕方を考慮に入れながら、
宗教改革にとって1530年代前半とはどのような時期だったかを概観する。

3.1　中世後期と近世の連続性 13

　19世紀以来ドイツの歴史研究では、宗教改革は中世から近代を隔てる
画期となる出来事だと評価されてきた。プロテスタントの歴史学者レオ
ポルト・フォン・ランケは、ルターによって始まった宗教改革を国家や
社会が近代へと発展する過程の始まりであり、ドイツのみならずヨー
ロッパや世界の歴史にとっても変革となった出来事だと見なした。この
ようなプロテスタント的宗教改革観はドイツで第二次大戦後まで引き継
がれた 14。フリードリヒ・エンゲルスらによるマルクス主義的な歴史観
では、ドイツで起こった宗教改革は最初の市民革命だと意味づけられ、
東ドイツの研究者もこの考えを受け継いだ15。社会学者マックス・ヴェー
バーは、ルターの天職観やカルヴァンの予定説が間接的に資本主義の発
展を促したと評価した 16。このように立場や評価は違えども、宗教改革
を歴史上の大変革だと評価することはドイツの研究者に共通していた。
　しかし、近年では、宗教改革を歴史上の大きな分岐となる事件だと見
なす時代区分は、相対化されるようになっている。というのは、中世後
期から近世初期の時期がかなりの程度連続していると理解されるように
なってきたためである。宗教改革の成功は中世後期の遺産に多くを負っ
ており、宗教改革期に見られた様々な傾向の多くは、既に中世後期に現
れていたことが様々な研究によって明らかにされた。ベルント・メラー
は、都市の宗教改革の特徴である、教会に関する権限を既存の教会から
都市の市参事会や市民の手に移そうとする、あるいは聖職者の特権を剥
奪し、都市共同体に組み入れようとする傾向は既に中世後期に現れてい
たことを指摘した 17。ハンス－ユルゲン・ゲルツは、聖職者への攻撃つ
まり反教権主義が中世後期に広がっており、宗教改革が広がる基盤と
なっていたと見なした 18。ベルント・ハムによれば、中世後期に、キリス
トの受難と慈悲による悔い改めを強調する敬虔神学、「恵み」や「信仰」
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など様々な言葉に「のみ（sola）」をつけて表現する傾向、理性や道徳、聖
書「のみ」を強調する人文主義的考え、近世国家の形成、世俗権力の教会
領域への権限拡張などの動きが出てきていた。彼は、宗教改革など近世
に行われた改革で見られた傾向は、これら中世後期の動きの中に既に現
れていたと評価した 19。ハムは、宗教と社会が、複数性と階層性によっ
て特徴付けられる中世的システムを破壊し、一つの中心的規範へと向か
うというこれらの動きを、「中心的規範への指向 Normative Zentrierung」
という概念で表した。ただし、中世後期にはその過程は不完全にしか実
行されず、宗教改革によって貫徹されるようになったと評価している。
そのため、宗教改革は、中世後期の動きを引き継ぐだけでなく、大きな
変革も引きおこしたとされた 20。このように中世後期からの連続性を強
調する論が、必ずしも変革としての宗教改革という評価を否定している
わけではないが、以前のように宗教改革によって中世が近代に変わった
という時代区分はもはや維持できなくなっている。
　他方では、1980年代以降活発になった宗派化論の影響で、16世紀前半
の宗教改革の初期段階よりも16世紀後半以降に起こった変化に注目が
集まるようになった。「宗派化（Konfessionalisierung）」とは、教会と国家
が支配領域の宗派的統一性を確立しようと推進した運動ないし政策であ
る 21。シリンクによれば、それは近世国家や規律化された市民社会の形
成と結びついて、ヨーロッパの人々の生活を公私にわたり変えていった
近世社会の根本過程であった 22。宗派化が進行したのは16世紀後半から
17世紀初めにかけての時期なので 23、宗教改革史で宗派化論の影響力が
強くなるにつれて、16世紀前半の宗教改革の時代が変革の時代だという
伝統的な見方は力を失っていくことになった。
　以上のように15世紀と16世紀の境界、また1517年以降の初期宗教改
革の時期が歴史上の大きな変革の時期だという従来の見方はかなりの程
度相対化され、それに伴い従来中世や近世と呼ばれてきた時代をどのよ
うに区分するが不明確になっている 24。しかし、いずれにせよ宗教改革
を、中世後期から17世紀に至る長期的な変化の一段階として理解すると
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いう傾向は強まってきている 25。本書で扱う1525年から1534年のミュ
ンスターの騒擾・宗教改革を宗教改革全体の中で位置づける場合には、
このような中世後期からの連続と宗派化の前段階という観点を外すこと
はできない。

3.2　宗教改革運動における1525-34年
　それでは、本書が扱う1525～34年、特にミュンスター宗教改革が行わ
れた1530～34年という時期は、宗教改革が進展する過程の中でどのよう
に位置づけられるであろうか。そのために先ず、宗教改革内部での重要
な時期の区分について概観する。
　1525年を宗教改革において重要な変化が起こった年だと見なしたの
はペーター・ブリックレであった。彼の考えでは、都市や農村の「平民」
による「共同体宗教改革（Gemeindereformation）」が、1525年に「平民の革
命」が敗北して以降、領邦君主による「諸侯宗教改革（Fürstenreformation）」
に取って代わられたためである 26。
　それに対し1529年を初期宗教改革が終わる重要な年だと見なしたの
が、ゲルツである。1529年は、帝国諸身分がカトリックと福音派に分裂
したことを明確化したシュパイヤー帝国議会、ルター派とツヴィングリ
派が分裂し別々に宗派形成することになったマールブルク会談が開か
れ、諸侯が教会政策に乗り出し、政治の影響力が強まってきた年であっ
た。そのためゲルツは、この年に流動的で多様な運動によって特徴づけ
られる初期宗教改革が終わったと見なした 27。
　このように1520年代後半から宗派化が本格化する16世紀後半の間は、
南ドイツでは平民による下からの宗教改革が下火になり、帝国全体では
ルター派が宗派として確立されていき、カトリックとルター派諸侯の宗
派対立が激しくなった時期であった。1530年にはその後のルター派の
信仰の基礎となった『アウクスブルク信仰告白』が起草され、1531年に
はルター派諸侯と都市がシュマルカルデン同盟を結成するなど、1529年
の抗議の後にルター派の教義や組織が整備され、宗派形成が本格化して
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いった。1541年のレーゲンスブルク帝国議会で教義面での和解が目指
されるなど、その後も宗派対立を解決しようという試みはあったが、結
局1546年に始まったシュマルカルデン戦争で帝国のカトリックとルター
派が武力衝突することになった。そして、1555年のアウクスブルクの宗
教平和によって、帝国ではカトリックとルター派の両宗派が併存するこ
とが制度的に認められた。これ以降、帝国の各領邦ではカトリック、ル
ター派領邦にかかわらず宗派化が進んでいった。
　ブリックレは1525年に共同体宗教改革は終わったと見なしていたが、
実際にはこれは南ドイツに限定された話であり、北ドイツの諸都市では
この後ようやく民衆に主導された宗教改革運動が始まった。1520年代
初めから宗教改革が盛んになった南ドイツの諸都市とは違い、北ドイツ
の諸都市で宗教改革が始まるのは20年代後半以降であった 28。ミュンス
ターが位置するヴェストファーレン地方の諸都市で宗教改革が本格化す
るのは1529年以降である 29。
　ドイツ南部で農民戦争が広がっていた1525年にミュンスターで起こっ
た騒擾は、ほとんど宗教改革的な性格を持っていなかった。北ドイツ諸
都市で宗教改革が広がっていった1530年に、ようやくミュンスターでも
宗教改革が始まっている。このように1530年代前半のミュンスターの
宗教改革は、帝国で宗教改革に対する諸侯の影響力が強くなり、宗教改
革の様々な動きがルター派に一本化されていく一方、北ドイツ諸都市で
民衆的な宗教改革が広がっていくという時代状況の中で起こった。

4　宗教改革の統一性と多様性

　長らく、ルター派やツヴィングリ派、カルヴァン派など、世俗権力と
結びつき体制化された諸宗派が宗教改革の正統派であると考えられてき
た。それに対し、カールシュタット、ミュンツァー、再洗礼派、心霊主義
者、反三位一体論者等の少数派は、「熱狂主義者」と呼ばれていた 30。近
代的な歴史学研究が始まってからも、1960年代まで彼らは「宗教改革の

1　はじめに

ミュンスター01はじめに1C_五[7-20].indd   7 2018/04/13   14:03:43



8

左翼」「宗教改革急進派」と呼ばれ、国家と教会を分離し既存の権力と結
びつかなかったとしてルター派や改革派といった多数派から区別されて
きた 31。
　しかし、近年はルターやツヴィングリ、カルヴァンといった神学者、
さらにはルター派や改革派など体制と結びついた宗派を正統派として特
権化する見方はかなりの程度相対化されている。これは、1980年代以降
宗教改革の多様性を強調する見方が強まっているためである。ゲルツは
1987年に、宗教改革は一つではなく、相互に異なった多様な運動を含む
社会運動であったと述べた。そのため彼は宗教改革を単数形ではなく、
「宗教改革諸運動（Reformatorische Bewegungen）」と複数形で呼んだ 32。さ
らに彼は、再洗礼派等の「宗教改革急進派」だけでなく、ルターやツヴィ
ングリ、カルヴァンを含む全ての初期宗教改革はどれも急進的だったと
見なし、急進性を基準にして両者を区別するという旧来の分類法を批判
した 33。1995年にはメラー、ヴェンデブール、ハムの3人が、宗教改革が
一つの統一的な運動か多様性を内包していた運動かをめぐり議論を行っ
た 34。スクリブナーとディクソンも、宗教改革の多様性を認めている 35。
近年英語圏で出された宗教改革に関する著作でも、しばしば宗教改革は
「諸宗教改革（Reformations）」と複数形で表現され、ルター派や改革派、
再洗礼派といったプロテスタント諸派だけでなく、カトリックの教会改
革も、宗教改革として並列して扱われている 36。
　もちろん、全ての宗教改革研究者が、宗教改革の多様性を強調してい
るわけでなく、その統一性を強調する研究者もいる。その代表は、1525

年頃まではルターの教えが宗教改革のメッセージに共通していたと考え
るメラー、宗教改革を複数形で呼ぶことを批判し、この時期の多様な改
革の試みは全てキリスト教化を目指していたことを強調するスコット・
ヘンドリクである 37。また、多様性を強調する研究者も、必ずしも様々
な宗教改革運動に共通性がなかったと述べているわけではない。多様性
を認めているハムやゲルツも、それぞれ中心的規範への指向や反教権主
義的傾向は宗教改革に共通した性質だったと見なしている 38。
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　しかし、宗教改革を複数形で呼ぶかどうか、中心的性格を強調するか
どうかにかかわらず、宗教改革は多様性を内包していた運動だという見
方は宗教改革研究で既に定着している。このような宗教改革観の変化に
より、近年の研究では、再洗礼派を正統な宗教改革から逸脱した存在だ
とする見方も弱まってきている。
　同様の傾向は、再洗礼派研究にも現れている。ハロルド・S・ベンダー
に代表されるアメリカのメノー派研究者達は、20世紀半ばにチューリヒ
のツヴィングリ周辺のグループが再洗礼派の起源で、スイスから再洗礼
主義が広まったという単一起源説を唱えた。そして、無抵抗・分離主義
を取るスイス兄弟団やフッター派、メノー派が真の再洗礼派であり、暴
力的なミュンツァー、農民戦争、ミュンスター再洗礼派とは区別される
と考えた 39。しかし、このようなベンダー的な見方は1970年代以降、再
洗礼派の起源はスイスだけでなく、スイス、南ドイツ、低地地方の三つ
あったという複数起源説を主張する研究や 40、初期のスイス再洗礼派で
は無抵抗・分離主義は必ずしも主流ではなかったことを示す研究の登場
により 41、維持できなくなっていった。こうして再洗礼派は起源も性質
も多様であるという見方が広まると、ミュンスター再洗礼派もまた多様
な再洗礼派の一派だと見なされるようになった。
　ミュンスター再洗礼派研究の動向も、このような宗教改革や再洗礼派
研究の傾向に合致している。ミュンスター再洗礼派研究では、キルヒホ
フを代表とする様々な研究者が行った実証研究により、1960年代以降従
来の否定的なミュンスター再洗礼派像は修正されてきた42。それに伴い、
ミュンスター再洗礼派運動は、都市宗教改革運動の枠組みの中で理解さ
れるようになっている 43。
　本書でも、初期宗教改革を多様な動きを内包した運動として理解する。
そして、ミュンスター再洗礼派運動もまた、単なる特異な例外現象では
なく、初期宗教改革における多様な試みの中の一つであると見なす。何
故なら、ミュンスター再洗礼派運動は確かに、強い終末期待に突き動か
され、財産共有制や一夫多妻制を導入した、ヨーロッパ史上でも稀に見

1　はじめに

ミュンスター01はじめに1C_五[7-20].indd   9 2018/04/13   14:03:43



10

る極めて特異な運動であったが、当初は一般的な都市宗教改革運動とし
て始まったからである。
　一般的な宗教改革運動から特異な運動へと変化していった過程や条件
とはいったいどのようなものだったかを明らかにするために、本書では
ミュンスターにおいて宗教改革運動が始まり、再洗礼派統治に至るまで
の過程を検証する。
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